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山口総合事務所

（0573）

75－2126
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で

陣
場
か
ら
岩
田
ま
で
の
中
山
道

石
畳
遊
歩
道
迂
回
路
が
完
成
し

ま
し
た
。
途
中
に
は
、
美
し
い
恵

那
山
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
絶

好
の
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
多
く

の
方
に
喜
ん
で
頂
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

同
じ
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
事

業
で
島
田
公
園
に
公
衆
便
所
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

景
観
に
あ
っ
た
、
落
ち
着
い
た
た

た
ず
ま
い
を
見
せ
馬
籠
地
域
の

新
し
い
名
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。ま

た
4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
「
馬
籠
地
域
づ
く
り
」
や
「
馬
籠

観
光
協
会
」
が
、
遊
歩
道
沿
い
や

島
田
公
園
を
始
め
、
馬
籠
地
域

全
体
に
薄
墨
桜
や
百
日
紅
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
樹
木
を
植
樹
し

ま
し
た
。
公
と
民
が
協
働
し
て
住

み
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い
ま
す
。

樹
木
が
育
ち
ま
た
違
っ
た
風
情

を
見
せ
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

▲陣場から岩田までの中山道迂回路が整備されました（岩田から写す）
1
島田公園に整備された公衆便所 ▲
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長
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長
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長
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＜新しい区長会の組織図＞

上山
口第1
区長

上山
口第2
区長

下山口
第１区長

下山
口第2
区長

山口区長会 馬籠区長会

山口・馬籠区長会

区会 区会 区会 区会区会 区会区会

新新
体体
制制
がが
スス
タタ
ーー
トト

区区
長長
会会
再再
編編
成成

今
年
度
4
月
か
ら
区
長
会
組

織
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、「
山
口
地
区
区
長
会
」
が

旧
山
口
村
全
体
を
対
象
と
し
て

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や
学
校

区
を
対
象
と
し
た
事
業
に
も
対

応
し
や
す
い
よ
う
に
、
山
口
と

馬
籠
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
区
長
会

を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
19
日
に
「
馬
籠
地
域
区

長
会
」
が
、
4
月
30
日
に
「
山

口
地
域
区
長
会
」
が
設
立
総
会

を
行
い
ま
し
た
。
馬
籠
区
長
会

長
に
大
脇
和
人
さ
ん
（
町
2
）
、

山
口
区
長
会
長
に
今
井
守
男
さ

ん
（
第
10
）
が
選
出
さ
れ
た
ほ

か
、
規
約
や
事
業
・
予
算
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
「
山
口
地
区
区
長
会
」

の
機
能
は
「
山
口
・
馬
籠
区
長

会
」
に
引
き
継
が
れ
、
会
長
に

は
市
脇
秀
逸
さ
ん
（
第
6
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
今
後
、
両
地

区
区
長
会
、
各
町
内
会
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
地
域
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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地地
上上
デデ
ジジ
タタ
ルル
放放
送送

受受
信信
説説
明明
会会
にに
つつ
いい
てて

平
成
23
年
7
月
24
日
の
正

午
、
現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
は
ア

ナ
ロ
グ
地
上
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル

方
式(

地
デ
ジ)

の
放
送
に
変
わ

り
ま
す
。

「
ど
う
す
れ
ば
今
ま
で
ど
お

り
に
テ
レ
ビ
が
見
れ
る
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
」「
詳
し
い
こ
と
が

わ
か
ら
な
く
て
不
安
だ
」
と
い

う
皆
さ
ん
の
ご
心
配
に
お
応
え

す
る
た
め
に
、
総
務
省
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
が
、
主
に
お
年
寄
り
の
方
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

説
明
会
は
山
口
地
区
で
3
回

開
催
し
ま
す
。
ご
都
合
の
よ
ろ

し
い
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

①
6
月
17
日(

水)

午
前
10
時
～
12
時
ま
で

山
口
公
民
館

②

6
月
18
日(

木)

午
前
10
時
～
12
時
ま
で

ま
ご
め
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー

③
6
月
19
日(

金)

午
後
7
時
～
9
時
ま
で

山
口
公
民
館

※
な
お
、
説
明
会
終
了
後
、
個

別
に
受
信
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省

岐
阜
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー


〇
五
八
―
二
六
六
―
七
〇
二
五

市
役
所
情
報
交
通
課


六
六
―
一
一
一
一(

内
線
三
四
三)

日日
赤赤
社社
費費
募募
集集
にに

ごご
協協
力力
おお
願願
いい
しし
まま
すす

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
博

愛
の
精
神
か
ら
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
国
内

で
の
災
害
救
護
、
血
液
事
業
、

医
療
活
動
、
社
会
福
祉
事
業
な

ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動
は
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
募
金
（
社
費
）
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
赤
十
字
事
業
の
資

金
と
な
る
社
費
を
募
集
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
6
月
か
ら

各
町
内
会
で
社
費
募
集
活
動
を

始
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

馬
籠
ホ
タ
ル
祭
り
開
会
式

期

日
平
成
21
年
6
月
12
日

午
後
7
時
～

場

所

島
田
川
公
園

※

小
雨
決
行

第
22
回
ふ
る
さ
と
馬
籠

ご
へ
ー
祭
り

期

日
平
成
21
年
10
月
25
日

場

所
馬
籠
ふ
れ
あ
い
広
場

6
月
中
旬
に
実
行
委
員
会

立
ち
上
げ
予
定
で
す
。

中
津
川
市
を
代
表
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
で
盛
り
上
げ
ま
し

ょ
う
。
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保保
健健
師師
かか
らら
のの

おお
知知
らら
せせ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

予
防
法
は
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
で
す

・
外
か
ら
帰
っ
た
ら
「
手
あ
ら
い
・

う
が
い
」
を
し
ま
し
ょ
う

・
人
ご
み
へ
の
外
出
を
避
け
ま
し

ょ
う

・
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う

・
部
屋
の
換
気
を
し
ま
し
ょ
う

・
充
分
な
休
養
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
で
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う

・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、

マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
等
で
口
や

鼻
を
覆
い
ま
し
ょ
う

発
熱
が
あ
る
時
の
受
診
は
、

・
関
西
方
面
に
行
か
れ
た
方
お

よ
び
海
外
か
ら
帰
国
さ
れ
た

方
（
接
触
者
の
方
を
含
む
）
で
、

７
日
以
内
に
発
熱
・
咳
・
倦
怠

感
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た

方
は
、
恵
那
保
健
所
（
〇
五

七
三-

二
六-

一
一
一
一
）
に

電
話
相
談
の
上
、
指
定
さ
れ

た
医
療
機
関
を
受
診
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
の
方
は
、
必
ず

受
診
さ
れ
る
医
療
機
関
に
電

話
で
相
談
の
上
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
・
心
配
な

こ
と
が
あ
る
方
は
、
市
健
康

医
療
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い


六
六-

一
一
一
一

６
月
は
環
境
月
間
で
す

道
路
、
河
川
の
清
掃
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の
環
境

は
地
域
で
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。毎

年
こ
の
時
期
を
迎
え
る
と

路
肩
の
雑
草
木
が
ど
ん
ど
ん
成

長
し
道
路
ま
で
侵
入
し
て
、
道
路

が
有
効
に
使
用
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
6
月
14
日
（
日
）

が
市
内
一
斉
清
掃
日
と
し
て
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
、
河
川

の
雑
草
木
の
除
去
作
業
や
ポ
イ

捨
缶
等
収
集
の
環
境
整
備
活
動

に
協
力
し
て
自
分
た
ち
の
地
域

の
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

花
ぐ
し
だ
よ
り

5
月
に
入
っ
て
、
新
鮮
な
山

菜
の
漬
け
込
み
を
し
て
い
ま
す
。

わ
ら
び
、
う
ど
、
筍
な
ど
を
買

い
求
め
ま
す
の
で
提
供
し
て
く

だ
さ
い
。
今
年
も
青
豆
大
豆

を
栽
培
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
走
播
種

機
、
自
走
収
穫
機
を
御
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
〔
交
流
〕
5

月
6
日
に
は
「
長
野
県
米
粉

普
及
推
進
協
議
会
副
会
長
」
の

下
平
様
（
飯
田
市
・
高
松
パ
ン
）
、

5
月
14
日
に
は
「
木
曽
地
域

特
産
加
工
開
発
連
絡
会
」
の

50
名
の
方
々
が
、
「
花
ぐ
し
」

を
見
学
さ
れ
、
今
話
題
の
米

粉
の
微
細
粉
加
工
設
備
に
関

心
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先


六
九-

一
七
一
五

担
当

斉
藤
早
苗
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ちち
ょょ
っっ
とと
素素
敵敵
なな

ココ
ンン
ササ
ーー
トト
のの
開開
催催

大
型
連
休
の

5

月

3

日

（
日
）
馬
籠
ふ
る
さ
と
学
校
体

育
館
で
素
敵
な
音
楽
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
5
月
1
日
か
ら
同

校
で
合
宿
中
の
「
才
能
教
育
研

究
会
・
中
島
ク
ラ
ス
」
が
、
5
月

5
日
に
名
古
屋
し
ら
か
わ
ホ
ー

ル
で
公
演
す
る
の
に
先
立
っ
て

リ
ハ
ー
サ
ル
を
公
開
し
た
も
の

で
、
40
人
の
チ
ェ
ロ
奏
者
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
曲
な
ど
を
一
糸
乱

れ
ぬ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
見
事

に
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の

メ
ン
バ
ー
は
、
中
島
顕
先
生
を

中
心
に
、
名
古
屋
、
多
治
見
、

中
津
川
な
ど
の
教
室
で
勉
強
し

て
い
る
若
い
人
達
が
中
心
で
し

た
が
、
中
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
や

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
て
い
る
人

が
参
加
し
て
い
た
り
、
東
京
、

北
海
道
な
ど
の
遠
方
か
ら
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。
合
宿
を
手

伝
っ
た
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
の
方

達
も
大
活
躍
で
し
た
。

木
造
校
舎
と
弦
楽
器
が
響
き

あ
っ
た
素
晴
ら
し
い
音
色
に
時

の
経
つ
の
も
忘
れ
る
心
地
良
い

素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

『平成２１年度狩猟免許講習会』が開催されます。

岐阜県及び（社）岐阜県猟友会では、有害鳥獣による被害防止対策等のために

「わな猟免許」を取得する者に対して講習会を開催します。

１．日 時 平成２１年７月２２日（水）１０：４０～（受付１０：００～）

２．場 所 東美濃ふれあいセンター第１・第２研修室（中津川市茄子川）

３．定 員 ５０名（定員になり次第募集を終了します。）

４．対 象 者 県内に住所を有する者

農作物を栽培しており、野生鳥獣の被害がある方

農作物を栽培しており、狩猟に興味のある方

わな免許取得希望者

５．申 込 先 （社）岐阜県猟友会〒500-8385 岐阜市下奈良２丁目１３番１号

電話ＴＥＬ・ＦＡＸ 058-272-8398

６．受付期間 講習日の１０日前まで

（氏名・住所・連絡先をＴＥＬ・ＦＡＸにて受付）

７．そ の 他 教材等は準備しますが、受講される方は筆記用具をご持参くださ

い。
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公公
民民
館館
だだ
よよ
りり

館
長
の
「
み
ち
く
さ
」
対
談

公
民
館
前
で
愛
知
県
か
ら
山

口
に
嫁
い
で
12
年
目
、
2
児
の

母
で
あ
る
「
可
知
和
美
さ
ん
（
第

2
町
内
会
在
住
）
」
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

「
山
口
の
第
一
印
象
は
、
近
所

の
人
達
か
ら
、
親
戚
の
よ
う
な
温

か
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。
愛
知

県
で
は
、
体
験
し
な
か
っ
た
こ
と

と
し
て
、
農
作
業
中
、
10
時
と
3

時
に
お
茶
を
飲
む
習
慣
で
、
こ
こ

で
は
手
づ
く
り
の
お
菓
子
な
ど

が
出
さ
れ
、
皆
で
語
ら
っ
て
疲
れ

を
癒
す
こ
と
で
す
。
特
に
母
親
の

作
っ
た
『
か
ら
す
み
』
『
ほ
う
葉
も

ち
』
、
お
い
し
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
他
に
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い

で
、
虫
が
身
近
に
い
る
こ
と
で
す
。

『
か
め
む
し
』
が
洗
濯
物
に
つ
い
て

い
て
、
着
た
と
き
に
ビ
ッ
ク
リ
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

山
口
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、

い
い
所
で
す
が
、
車
が
な
い
と
不

便
な
の
と
、
子
ど
も
が
少
な
い
の

で
、
将
来
が
少
し
不
安
で
す
。
で

も
、
道
で
会
っ
た
知
ら
な
い
人
で

も
「
挨
拶
」
や
声
か
け
が
あ
り
、
温

か
さ
を
感
じ
る
地
域
な
の
で
こ

の
地
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
幸

せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
語
る
和

美
さ
ん
は
、
笑
顔
の
可
愛
い
素
敵

な
方
で
し
た
。

乳乳
幼幼
児児
のの
居居
場場
所所
っっ
てて

ああ
るる
のの
かか
なな
？？

「
・
・
・
安
心
、
こ
こ
に
あ
る
よ
・
・
・
」

・

初
め
て
の
子
、
２
人
目
の
子

戸
惑
い
も
い
っ
ぱ
い
？

・

で
も
ね
、
山
口
に
は
こ
ん
な

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
よ

公
民
館
で
は
、
「
乳
幼
児
な
ん

で
も
相
談
」
「
乳
幼
児
学
級
」
を
、

山
口
・
神
坂
各
幼
稚
園
で
は
、
子

育
て
支
援
の
場
を
設
け
て
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
が
、
親
や
子
の
仲
間

作
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
子
育

て
の
相
談
や
親
育
て
な
ど
、
子
育

て
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
事
を
、
楽

し
く
学
ん
で
い
く
場
で
す
。

「
今
の
時
期
の
離
乳
食
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
」
「
ま
だ
指
し
ゃ
ぶ
り
を

す
る
け
ど
何
で
か
な
」
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
し
つ
け
に
つ
い
て
言
い

あ
っ
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
「
か
っ
こ

悪
い
け
ど
お
ん
ぶ
ひ
も
は
使
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
」
・
・
・
・

色
ん
な
悩
み
が
あ
り
ま
す
ね
。

公
民
館
で
は
、
他
に
も
乳
幼
児

を
持
つ
お
母
さ
ん
で
も
参
加
で

き
る
『
マ
マ
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
』

や
同
年
齢
の
子
を
持
つ
お
母
さ

ん
と
子
ど
も
さ
ん
の
自
主
的
サ

ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。
気
軽
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
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わわ
くく
わわ
くく
体体
験験
クク
ララ
ブブ

開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

平
成
21
年
5
月
16
日
（
土
）

に
山
口
・
川
上
・
坂
下
の
小
学
生

対
象
に
、
わ
く
わ
く
体
験
ク
ラ
ブ

を
実
施
し
ま
し
た
。
申
し
込
み
人

数
は
、
21
人
で
山
口
か
ら
は
5

人
参
加
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
坂
下
の
「
椛
の

湖
農
業
小
学
校
」
で
農
業
体
験
の
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
を
行
い

ま
し
た
。

子
供
達
に
、
農
業
を
体
験
し
て

い
る
子
は
ほ
と
ん
ど
居
な
く
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
植
え
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
子
供
達
は
「
農

業
は
楽
し
い
」
「
す
ご
い
疲
れ
る
」

な
ど
農
業
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
印
象
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
、
植
え
付
け
た
サ
ツ
マ
イ

モ
は
秋
に
収
穫
し
ま
す
。
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
し
ょ
う
ね
。

募募募
集集集
中中中

乳
幼
児
学
級
生

原
則
毎
月
第
3
火
曜
日

午
前
10
時
～

乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象

生
き
が
い
大
学

原
則
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
30
～

成
人
な
ら
ど
な
た
で
も

わ
く
わ
く
体
験
ク
ラ
ブ

原
則
毎
月
第
3
土
曜
日

や
さ
か
地
域
在
住
の
小
学
生

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

山
口
公
民
館
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。


七
五

-

三
一
五
八

講師の説明を真剣に聞く

子どもたち

いよいよ苗を植えるよ！

美味しい「おいも」ができるといいな
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・曜日 ゴミ 行 事

1 月 可燃

2 火 あかちゃんひろば【あおぞら】10:00

3 水 不燃 妊婦学級【あおぞら】13:00

4 木 可燃 母子健康手帳交付【あおぞら】9:45

5 金

6 土

7 日

8 月 可燃 乳幼児なんでも相談【山口公】9:45

9 火 リハビリ教室【山口公】13:30

10 水 ３歳児健診【あおぞら】13:00

ふれあい教室【４区集会所】13:30

11 木 可燃 日本脳炎(４歳児・５歳児)

【あおぞら】13:30

ふれあい教室【６区集会所】13:30

12 金 中津川市議会一般質問【本庁】10:00

ふれあい教室【上の原集会所】10:00

ふれあい教室【峠研修センター】13:30

予防接種(三種混合)【あおぞら】13:30

予防接種(ＢＣＧ)【あおぞら】14:15

行政相談【山口公】10:00

馬籠ホタル祭り(～１４日)

【島田公園】19:00

13 土

14 日 市内一斉清掃

15 月 可燃 中津川市議会一般質問【本庁】10:00

日・曜日 ゴミ 行 事

16 火 リハビリ教室【山口公】13:30

乳幼児学級【山口公】10:00

17 水 地デジ説明会【山口公】10:00

18 木 可燃 地デジ説明会【休養村】10:00

生きがい大学【山口公】13:30

19 金 日本脳炎(小学生)【あおぞら】15:00

地デジ説明会【山口公】19:00

20 土

21 日

22 月 可燃

23 火 リハビリ教室【山口公】13:30

なんでもセミナー【山口公】19:00

24 水 乳幼児栄養相談【あおぞら】9:30

３か月児健診【あおぞら】13:00

25 木 可燃

26 金

27 土

28 日

29 月 可燃,資源,硬質 日本脳炎(全対象)

【あおぞら】15:00

30 火 移動教育委員会(小･中)

【山口公】19:00

※ 行事、日時は変更になる場合がありますので

ご注意ください

【山口総】…山口総合事務所

【山口公】…山口公民館

【あおぞら】…坂下健康福祉会館「あおぞら」

【休養村】… まごめ休養村センター

山口地区の

人口と世帯

(４月１日現在)

人口 1,960人

(前月比 －12)

男 … 936人

女 … 1,024人

世帯…652世帯

（前月比 －1)


